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＜連絡事項＞

· 本日より24日まで、久慈道子(Ns)がローテーション研修となる。

· 選挙の期日前投票があるので、各自WIZの掲示板を確認すること。

· 本日より明日まで、職員旅行2班の職員が不在となる（佐藤A.O.M、下舘S.G.M、上平）

· 7/13（金）までに各自、WIZにスケジュール登録すること。

· 7/16（月）の懇親会に出席する方は、会費2,000円を明日、中居J.G.Mへ支払うこと。

· 本日14時より、エアロビクス講師がメンバーのレベル把握の為、来所予定。

· 今後、通所の入浴料はまとめて月末、医事へ提出することとなる。

＜外来情報＞

・平　康子　様～採血と尿検査の結果、白血球が多かったとのこと。膀胱炎のような症状はないと話すが、尿意がなくトイレへ行くと、排尿があるという。

・中居　松男様～デイケアでの新しいスケジュールが厳しいと話す。

・奥山以依子様～デイケアでの新しいスケジュールが厳しいと話す。22日、青山荘にて流しそうめんがあり、リーダーになっている為、企画書をつくらなければいけないとのこと。

・鈴木恵美子様～鼻水、頭痛あるとのことで、PL顆粒7日分処方となっている。主治医より無理しないよう話があったとのこと。

・前野　義勝様～青明舎へ、青陽館の掃除など、仕事をしたいと話したところ、考えておくといわれたという。主治医より青明舎の返事を待つようにと話しがある。就寝前薬減薬後も眠れているとのことで、継続して様子観察することとなる。

・柳町　信之様～最近、熱っぽいと話される。痔の出血はなく、１ヶ月に1度、肛門科を受診している。長く座っているとお尻が痛くなるとのこと。

＜利用者様情報＞

・北嶋　剛　様～母様より連絡あり「本人から、デイケアへ電話して辞めさせないように話して欲しいと言われた。」とのこと。先月に入り、本人より欠席の連絡があった際、処方変更・人中に出るのが怖い等、不安定な状況連絡あり下旬には退所希望していた。母様に確認すると、本人の話との違いがあったため、ご家族への情報提供が必要かと思われ文書を作成するが「そこまで不安定な状態ではない。」と話される。母様が来所された際に内容を確認してもらい、必要であればご家族へ渡すこととしている。

・田中　正士様～本日の昼食後、本人保管の夕食後薬を誤って服用している。処方内容変わらない為、昼食後薬を本日の夕食後に服用するよう説明。本人は落ち込んでいる様子だが、機嫌の悪さはみられない。

・今野　容子様～昨日の昼食後から夕方にかけて不調の訴えや、血圧高値みられていたが、本日は不調の訴えきかれず、「今日はよくなった。」と話される。昼食は全量摂取されている。

・横山　耕生様～昨日までの外泊による疲れを訴え、欠席される。「気後れする」と話しているとのこと。

・繁名　和恵様～頭痛や幻聴など、不調の訴え聞かれる。頭痛に関しては、青山荘にて鎮痛剤を

服用したが、改善されないとのこと。幻聴について、一昨日の幻聴のほうが活発であったが、本日の幻聴のほうが苦しいと話される。内容は自分のことを責める幻聴であるとのこと。他メンバーの中と過ごすことが辛いと訴え、早目に帰荘されている。明日、日赤病院受診予定のため、主治医へ幻聴の件や、新棟へ移った事（環境変化）を伝えるよう説明している。

・種本　サハ様～昼食時、職員へ無断で静養室にて休まれている。バイタル測定を促すが、拒否している。「今は食べたくない。」と話し、13時過ぎに昼食摂取されている。

・前野　義勝様～「仕事がしたい。掃除をやるから、デイケアで雇って欲しい」と話される。理由については生活保護をやめ、自分で働きたいとのこと。以前の自己評価と比較し、現在は前向きに考えている事を評価。就労を真剣に考えているのであれば、主治医へ相談後、青明舎との連携により就労にむけての個別プログラム導入を検討していくことを伝えている。

＜プログラムについて＞

· 本日中に各メンバーの自己評価、スタッフ評価を実施。⇒これを基にグループ分けを行なう。

＜デイケア事例検討＞

本田　英之様　（29歳）　統合失調症　　H19.6.27より正式利用開始

～通所目的～

①生活リズムの確立⇒時間を守る（定時来所など）

　　　　　　　　　　　時間の区切りをつける（プログラムへの参加）

②リハビリの実施⇒活力の向上（運動プログラムの実施）

個別での筋力トレーニング実施

※将来的な就労を希望している為、①・②ができるようになったら、就労に向けてのプログラム導入の検討をしていくことしている。

～本人からの希望～

・時間の区切りをつけられず、何かに集中しているときには、職員より声掛けしてほしい。

・定期的な面談の実施。

～治療計画～

①興味の薄いプログラムへの参加は、消極的であり閉眼されることがあるため、声掛けしていく。②必要時は時間の区切りとして声掛けをおこなっていく。

～問題点と改善点～

・定時に来所できずに、遅れてくることがある。⇒定時来所できるよう、本人へ声掛けしていく。

・現実見当能力が低い。⇒面談にて、現状の振り返りを行なっていく。










